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 おはようございます。委員並びに推進委員の皆様におかれましては、公私とも大変

お忙しいところ、総会にご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

 本日の総会は、令和３年度最初の総会ということになります。本年度もどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 令和３年度定期人事異動によりまして、各分室の担当者が代わっておりますので、

新たに担当となった職員をここでご紹介させていただきたいと思います。 

 お手元に配付しております令和２年度業務報告、令和３年度事業計画書（案）、令

和３年度予算という資料の最終ページのところをお開きいただきたいと思います。１

１ページになりますけれども、こちらに令和３年度の大仙市農業委員会事務局分室体

制という名簿を資料として入れておりますので、こういう１枚、別冊になった資料で

ございます。よろしいでしょうか。 

 事務局のほうでは異動ございませんでしたので、初めに大曲分室の藤本若樹主事で

ございます。 

 

 藤本です。よろしくお願いします。 

 

 太田公民館のほうから異動になりました。 

 次に、中仙分室の藤原善文参事です。本日は総会には出ておりませんけれども、中

仙支所農林建設課内部の異動になりまして担当になっております。 

 次に、協和分室の加藤和代副主幹です。協和支所農林建設課内の異動により担当と

なっております。 

 次に、南外分室の佐藤茂暁主幹です。 

 

 佐藤です。よろしくお願いします。 

 

 南外支所農林建設課内の異動により担当になりました。 

 次に、仙北分室の伊藤久子主任です。 

 

 伊藤です。よろしくお願いいたします。 

 

 ３月３１日太田分室で定年退職されまして、再任用ということで仙北分室の担当と

いうふうになりました。 

 次に、太田分室の斎藤有紀子主幹です。太田支所農林建設課内の異動により担当に

なっております。 

 本日、総会議に出席していない職員もおりますけれども、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまから第１１回大仙市農業委員会総会を

開催いたします。 

                                                    (午前１０時 開会) 

 

 会長からご挨拶をいただきます。 

 

（会長挨拶） 

 
 ありがとうございました。 
 会議に先立ちまして、出席委員数をご報告させていただきます。ただいまの出席者

は２４名となっております。会議規則第９条の規定による定足数に達しており、本総

会は成立していることをご報告申し上げます。 
 それでは、初めに、私から前回、３月１０日総会から本日までの主な業務報告を申
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し上げます。お手元に配付しております第１１回総会までの業務報告書をご覧願いま

す。 
 初めに、３月１０日ですが、第９回農業委員会総会を委員２３名、推進委員６名の

出席をいただき、ここ神岡農村環境改善センターにおいて開催しております。 
 同じく１０日ですが、総会開催前に広報専門委員会を神岡農村環境改善センターで

開催し、農業委員会だより第２０号の最終構成についてご協議いただいております。 
 また、３月３０日には、第１０回農業委員会総会を委員２１名の出席をいただき、

ここ神岡農村環境改善センターにおいて開催しております。農業経営基盤強化促進法

に基づく農用地利用集積計画の公社案件や令和３年度定期人事異動に関する人事案件

につきましてご協議いただいております。 
 次に４月５日ですが、令和３年度第１回農業委員会役員会を神岡庁舎１階会議室に

おいて開催しております。本日の総会にお諮りする案件についてご協議いただいてお

ります。 
 その他の業務につきましては、配付しております資料のとおりとなっておりますの

で、後ほどご確認いただければと思います。 

 以上で主な業務報告といたします。 
 それでは、大仙市農業委員会会議規則により、会議の進行は会長にお願いいたしま

す。 
 

 本日の会議を開催します。 
 初めに、議事録署名委員を決めたいと思いますが、当席より指名することにご異議

ございませんか。 
（異議なしの声） 

 
 異議なしと認め、１番、菅原廣太郎委員、２番、玉井慎太郎委員の両名を議事録署

名委員に指名いたします。 
 

 議案第１号の「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題とします。 
 
 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 
   農地法第３条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める。 

   令和３年４月９日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 
 事務局の説明を求めます。 

 
 

 

 １ページ１番をご覧ください。 

 農地の所在は、内小友〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が畑、面積〇〇〇平方メートルほか田１６筆、畑

７筆、合計田１６筆、畑８筆、面積〇〇〇〇〇〇〇平方メートルです。有償で所有権移転するもので

す。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇６７歳。譲受人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇

〇〇さん、３４歳です。 

 売買価格は、総額〇〇〇円で、１０アール当たりに割り返しますと約〇〇〇〇円となります。 

 申請理由につきましては、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、以前より〇〇さんが申請農地を営農して

いたものが、今般、〇〇さんが農地を買い受けたい旨を〇〇さんに相談し、〇〇さんがこれに応じた

ものです。 

 

 ４ページの６番です。 
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 農地の所在は、大仙市神宮寺〇〇〇〇〇〇〇、地目が畑、面積〇〇〇〇〇平方メートル、１筆です。 

 贈与による所有権移転となります。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、６５歳。譲受人は、〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、６５歳です。 

 申請理由といたしまして、譲渡人の〇〇〇〇さんは、大仙市から転出するに当たり、神岡である不

動産を処分することになりました。〇〇さんは、所有する農地はこの畑１筆しかなく、農地で近い場

所に住む〇〇さんに贈与することになりました。 

 

 次に、５ページ、７番です。 

 農地の所在は、大仙市協和上淀川〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が畑、面積〇〇〇〇〇〇〇平方メ

ートル、１筆です。 

 贈与による所有権移転となります。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、８１歳。譲受人は、〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、７３歳です。 

 申請理由といたしまして、〇〇〇〇さんと〇〇〇〇さんは兄弟です。〇〇〇〇さんは、申請農地に

リンゴを植えていましたが、台風の被害により収穫できなくなった次の年から手つかずの農地となっ

ておりました。〇〇〇〇さんは秋田市で自営業を営んでおり、自分の店に出すための山菜栽培をした

いと考え、〇〇〇〇〇〇さんに農地を譲ってもらえないかと相談し、〇〇さんがこれに応じたもので

す。 

 

 ６ページ、１１番をご覧ください。 

 農地の所在は、大仙市土川〇〇〇〇〇〇〇、地目が畑、面積が〇〇〇〇〇平方メートルほか田１筆、

合計〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 贈与による所有権移転です。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇さん、６９歳。譲受人は、〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 申請理由として、〇〇さん〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、所有地農地は西仙北の土川地域にあり、その

大部分に〇〇〇〇〇が大根を作付しております。〇〇さんは高齢になり、農地の処分を検討しており、

法人へ贈与を申し出たものです。〇〇さんは、令和２年１１月にも〇〇〇〇〇に売買しております。

残りの農地は元の住居周辺にありますが、この住居は〇〇〇〇〇の従業員が買い受けて住んでおり、

今後、この従業員が残りの農地を買い受け、〇〇さんの農地は全て処分される予定となっております。 

 

 ９ページ、１６番をご覧ください。 

 農地の所在は、大仙市福田〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積〇〇〇〇〇平方メートル、１筆です。 

 裁判の和解条項により、真正な登記名義の回復をするものです。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん、７７歳。譲受人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、７０歳です。 

 申請理由といたしまして、申請農地は、平成３年当時に農地法第３条の売買案件で双方許可を得て

おりましたが、当時、買受人である〇〇さんがすぐに所有権移転登記をしなかったため、所有権は〇

〇さんのままになっておりました。その後、何らかの原因で不仲となり、この農地をめぐり裁判とな

っておりましたが、このたび、和解という形で決着し、〇〇さんの所有に決まりました。農地法第３

条第１項本文の中に記載されている許可を受けなければならない者の中に真正な登記名義の回復が

ありますので、今回の申請をするものでございます。 

 

 議案第１号につきましては、ただいま説明いたしました５件のほかに有償所有権移転１件、無償所

有権移転が５件、賃貸借権設定の新規３件、使用貸借権設定の更新３件がございます。１１ページか

ら１２ページの農地法第３条の調査書をご覧願います。 

 農地法第３条第２項各号には該当しない旨記載したもので、結果、全て許可要件を満たしているも

のと考えます。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 
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 説明が終わりました。 
 これより質疑を行います。 

（なしの声） 
 
 質疑ないようですので、これより採決いたします。 
 議案第１号について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。全員賛成ですので、議案第１号「農地法第３条の規定によ

る許可申請について」は、原案のとおり許可することに決定しました。 

 
 次に、議案第２号の「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題としま

す。 
 

 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について 
   農地法第５条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める。 
   令和３年４月９日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 

 
 議案第２号の案件１番を議題とします。 
 本案件は、〇〇番、〇〇〇委員の関係議案につき、会議規則第２８条の規定により、

〇委員の退席を求めます。 

（〇委員 退席） 
 
 事務局の説明を求めます。 

 

 １３ページ、１番を説明いたします。 

 位置図及び配置図は資料１ページ及び２ページです。 

 転用する農地は、大仙市太田町斉内〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇〇〇平方メートル、

１筆でございます。 

 農機具格納庫及び附帯施設の建設のための転用で、賃貸借による設定です。 

 貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん。借受人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 転用理由は、申請地は、借受け法人の既存事務所に隣接しており、利便性や作業効率が良いことか

ら、農機具格納庫及び附帯施設の新設を計画したものです。 

 農地転用の許可基準における立地基準につきまして、申請農地は農用地区域内に区分されています

が、農地法施行令第３３条第４号、土地の周辺の地域において、居住する者の日常生活または業務上

必要な施設で、集落に接続して設置されるものに該当されることから、立地基準における許可基準を

満たしているものと判断いたしました。 

 また、一般基準につきましても、添付書類等を勘案した結果、農地法第５条第２項第３号及び第４

号に規定する許可要件を満たしているものと判断いたしました。 

 よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

 

議 長 

 

 

 

 事務局の説明が終わりました。 

 これより現地調査された委員から補足説明がありましたらお願いいたします。案件

１番についてお願いします。 
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 ３番、長澤です。 
 確認したときはまだ雪がありましたけれども、先般、いつも通っているところであ

りまして、図面にあるとおり、法人の事務所のすぐ向かいにあります道路に面した土

地で、事務局の説明で何ら問題ないと思いますので、よろしくご審議のほどお願いし

ます。 
 
 ありがとうございます。 

 
 現地調査、大変ありがとうございました。それでは、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願い申し上げます。 
 

 質疑に入ります。 
 質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 

 ないようですので、これより採決いたします。 
 議案第２号、案件１番について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお

願いします。 
（賛成者挙手） 

 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、議案第２号、案件１番の「農地法第５条の規定による許可申請

について」は、原案のとおり許可することに決定しました。 

 〇〇番、〇委員の入場を求めます。 
（〇委員 入場） 
 
次に、議案第２号、案件２番から８番までを議題とします。 

 事務局の説明を求めます。 
 

 

 １３ページ、２番をご覧ください。 

 位置図、平面図につきましては、資料３、４ページになります。 

 転用する農地は、幸町〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇平方メートルほか田、２筆、合計、田３筆、

面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 売買による所有権移転です。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。譲受けの会社は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 売買価格については、１平方メートル当たりでは〇〇円、総額〇〇〇〇〇〇円となっています。 

 申請理由につきましては、申請地は、大曲地域の市街地にあり、住環境に優れていることから、分

譲住宅地として９区画を造成の上、販売するものです。 

 この宅地造成の案件の許可申請につきましては、一般基準による判断となります。 

 申請地は、都市計画法に規定する用途地域が定められており、例外的に許可することが認められて

います。 

 また、添付書類等につきましても、農地法第５条に規定する要件を満たしており、許可相当と判断

いたしました。 

 

 次に、３番をご説明いたします。 

 位置図及び配置図につきましては、資料の５ページ及び６ページとなっております。 

 転用する農地は、大仙市神宮寺〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が畑、面積〇〇〇平方メートル、１筆です。 
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 売買による所有権移転です。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん。譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇さんです。 

 申請理由といたしまして、譲受人は、現在、建築業を営んでおりますが、事業の拡大に伴い、既存

の資材置場が手狭になってきたため、会社に隣接した農地を買い受け、資材置場を設置するものです。 

 売買価格は、総額〇〇〇円、１平方メートルに割り返しますと約〇〇〇円となっております。 

 農地転用の許可基準における立地基準につきましては、申請農地は中山間地域等に存在する農業工

業用地の対象となっていない小集団の生産性の低い農地であることから、第２種農地に区分されます。 

 農地法第５条第２項第２号において、第２種農地は、申請地に代わる土地の周辺で、事業の目的を

達成できる同規模の農地以外の土地や第３種農地がない場合、許可できることから、事業の目的や周

囲への土地の状況を勘案した結果、許可要件を満たしているものと判断いたしました。 

 また、一般基準につきましても添付書類等を勘案した結果、許可要件を満たしているものと判断い

たしました。 

 なお、本案件は、１月８日開催の第７回大仙市農業委員会総会において、農地利用等変更案件とし

て同意をいただいた案件でございます。 

 

 １４ページから１５ページの４番を説明します。資料は７ページ、８ページとなります。 

 砂利採取事業のために一時転用するものであります。 

 初めに、１４ページです。 

 農地の所在は、豊川〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積〇〇〇平方メートルほか田８筆、計９筆、

合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんで

す。 

 続いて、１５ページ上段です。 

 農地の所在は、豊川〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積〇〇〇〇〇平方メートルほか田２筆、計３

筆、合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 続いて、１５ページ中段です。 

 農地の所在は、豊川〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積〇〇〇平方メートルほか田２筆、計３筆、

合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんほか１名です。 

 続いて、１５ページ下段です。 

 農地の所在が、豊川〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積〇〇〇〇〇平方メートルほか田３筆、計

４筆、合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇さんです。 

 いずれも砂利採取地として使用され、１平方メートル当たりの賃借料は○○〇円です。 

 以上の農地の借入人は〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇

〇さんです。 

 いずれも設定期間は、許可日から１年間となっております。 

 許可基準における立地基準については、いずれも農用地区域内の農地であるものの、一時的な転用

であるもの、事業目的達成のために代替性がないもの、また、当該事業により農業振興地域整備計画

の達成に支障を及ぼすおそれはないと考えられることから、許可要件を満たしていると判断しました。 

 また、一般基準についても、添付書類等を勘案した結果、許可基準を満たしていると判断しました。 

 

 １６ページ、５番をご説明いたします。 

 位置図及び配置図は、資料９ページ及び１０ページとなっております。 

 転用する農地は、大仙市南外〇〇〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇平方メートル、１筆です。 

 贈与により所有権移転するものです。 

 譲渡人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇さん、譲受

人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん

です。 
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 申請理由といたしまして、〇〇〇〇〇〇〇〇は、市内に支店を有し、地元のグループ会社とともに

土木、建築業、砂利販売業などを営んでおりますが、事業の効率化を図るため、既存の駐車場及び資

材置場に隣接した農地を譲り受け、駐車場の拡張をするものです。 

 農地転用の許可基準における立地基準につきましては、申請地は農地法施行令第５条第１号に規定

される良好な営農条件を備えたおおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農

地であることから、第１種農地に区分されます。 

 第１種農地は原則許可できませんが、本案件は不許可の例外規定である農地法施行規則第３５条第

５号の特別の立地条件を必要とする事業である既存の施設の拡張に該当することから、許可要件を満

たしているものと判断しております。 

 また、一般基準につきましても、添付書類等を勘案した結果、許可要件を満たしているものと判断

いたしました。 

 なお、本案件は、令和３年１月８日開催の農業委員会総会によって農振除外案件としてご承認いた

だいたものです。 

 

 次に、６番をご説明いたします。 

 位置図及び平面図は、資料１１ページ及び１２ページです。 

 転用する農地は、大仙市太田町国見〇〇〇〇〇〇〇〇、面積〇〇〇平方メートル、１筆です。 

 美容室建築及び駐車場設置のための転用で、使用貸借権を設定します。 

 貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん。借受人は、〇〇〇〇〇〇〇

〇〇さんです。 

 転用理由といたしまして、借受人は、現在、大曲地域で美容師として勤務していますが、自ら美容

室を開業するために、自宅の近くにある祖父が所有する農地を借受け、美容室の新築及び駐車場設置

を計画したものです。 

 設定期間は３０年です。 

 農地転用の許可基準における立地基準につきまして、申請農地は、農地法施行令第１１条第１号に

規定するおおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内であり、第１種農地に区分されま

すが、農地法施行令第３３条第４号、土地の周辺の地域において、居住する者の日常生活または業務

上必要な施設で集落に接続して設置されるものに該当することから、立地基準を満たしているものと

判断いたしました。 

 また、一般基準につきましても、添付書類等を勘案した結果、農地法第５条第２項第３号及び第４

号に規定する許可要件を満たしているものと判断いたしました。 

 

 続きまして、７番をご説明いたします。 

 位置図及び配置図は、資料１３ページ及び１４ページです。 

 砂利採取のための転用です。 

 転用する農地は、大仙市太田町斉内〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇〇〇平方メートル

ほか田４筆、合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 砂利採取のための一時転用で、賃貸借権を設定します。貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇、〇〇〇〇さん。借受人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、

〇〇〇さんです。 

 転用理由は、砂利採取事業の採取地として使用するために一時転用するもので、設定期間は許可日

から１年間、賃借料は１平方メートル当たり１００円です。 

 農地転用の許可基準における立地基準につきましては、申請地は農用地区域内の農地ですが、一時

的な利用でその利用目的を達成するために当該農地が必要であると認められ、農業振興地域整備計画

の達成に支障がないものと認められたときは許可することができることから、事業目的や立地場所を

勘案した結果、許可要件を満たしているものと判断いたしました。 

 また、一般基準につきましても、添付書類等により、農地法第５条第２項に規定する許可要件を満

たしているものと判断いたしました。 

 

 続きまして、１７ページ、８番をご説明いたします。 
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 位置図及び配置図は、資料１３ページ及び１４ページです。 

 転用する農地は、大仙市太田町斉内〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇〇〇平方メート

ルほか田、１筆、合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 砂利採取による表土置場のための一時転用で、使用貸借権を設定します。 

 貸付人は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇さん。借受人〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇です。 

 転用理由は、砂利採取事業の表土置場として使用するために一時転用するもので、設定期間は許可

日から１年間、使用貸借になります。 

 農地転用の許可基準における立地基準につきましては、申請地は農用地区域内の農地ですが、一時

的な利用でその利用目的を達成するために当該農地が必要であると認められ、農用振興地域整備計画

の達成に支障がないものと認められるときには許可することができることから、事業目的や設置場所

を勘案した結果、許可要件を満たしているものと判断いたしました。 

 また、一般基準につきましても、添付書類等により、農地法第５条第２項に規定する許可要件を満

たしているものと判断いたしました。 

 

議 長 

 

 

 

三浦委員 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

議 長 

 

 

田村委員 

 

 

 

 

議 長 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

議 長 

 

 事務局の説明が終わりました。 

 これより現地調査された委員から補足説明がありましたらお願いいたします。案件

２番についてお願いします。 
 
 ５番の三浦功です。 

 先月の２４日に、担当の職員の方と現地調査に行ってまいりました。 
 申請地は、資料の３ページを見ていただくと分かるように、国道１３号線バイパス

と大曲駅東口の間にありますから、住宅地の中の用途地域の一画でございます。先ほ

ど事務局のほうから説明があったとおりで、何ら問題ないものと確認してまいりまし

た。ご審議のほどよろしくお願いします。 
 
 ありがとうございます。 
 案件３番についてお願いします。 

 
９番、齊藤です。 
 事務局と現地確認いたしましたが、事務局の説明のとおり、何ら問題ないものと思

われます。 

 よって、補足はございません。ご審議よろしくお願いいたします。 
 
 ありがとうございます。 
 案件４番についてお願いします。 

 
 １４番、田村です。 
 先般、推進委員の鈴木清敏さん、それから、先ほど説明をいただいた事務局の藤川

さん３名で現地確認をいたしました。事務局の説明に付け足すことはございませんの

で、どうぞよろしくご審議お願いします。 
 
 ありがとうございます。 
 案件５番についてお願いします。 

 
 １０番、伊藤です。 
 先月、事務局と一緒に現地調査いたしました。事務局の説明のとおり、何ら問題あ

りません。ご審議お願いします。 

 
 ありがとうございます。 
 案件６番についてお願いします。 
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長澤委員 

 

 

 

 

議 長 

 

 

泉委員 

 

 

 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 
 ３番、長澤です。 
 事務局の説明どおりで、要するに角館六郷線、通称、角六線沿いにありまして、排

水等も整備されておりますし、何ら問題ないと思います。よろしくご審議のほどお願

いします。 
 
 ありがとうございます。 

 案件７番と８番についてお願いします。 
 
 １１番、泉です。 
 これ、当初申請がありました当時、雪があって現地はなかなか見られなかったので、

雪が解けてから私、現地を見てまいりましたけれども、前耕作者が意外と荒らしてお

ったというか、そういうところでしたので、今度砂利採取の後すごくきれいに変わる

と思います。よろしくご審議のほどお願いします。 
 

 ありがとうございます。 
 
 現地調査、大変ありがとうございました。それではよろしくご審議の上、ご決定賜

りますようお願い申し上げます。 

 
 質疑に入ります。 
 質疑ございませんか。 
（なしの声） 

 
 ないようですので、これより採決いたします。 
 議案第２号、案件２番から８番までについて、原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、議案第２号、案件２番から８番の「農地法第５条の規定による

許可申請について」は、原案のとおり許可することに決定しました。 
 
次に、議案第３号の「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認に

ついて」を議題とします。 

 
 議案第３号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について 
   農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、下記農用地利用集積計 
  画の決定について意見を求める。 

   令和３年４月９日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 
 議案第３号、案件１番の「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の

承認について」を議題とします。 
 本案件は、〇〇番、〇〇〇委員の関係議案につき、会議規則第２８条の規定により

〇〇委員の退席を求めます。 
（〇〇委員 退席） 

 
 事務局の説明を求めます。 
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参 与  

 

 １８ページ、１番をご覧ください。 

 農地の所在は、内小友〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が畑、面積〇〇〇〇〇平方メートルほか畑１筆、

合計畑２筆、面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 所有権の移転をする方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、８９歳です。所有権の移転を受け

る方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん、６８歳です。 

 売買価格については、総額は〇〇円、１０アール当たりに割り返しますと約〇〇〇〇〇〇〇円とな

っております。 

 申請理由につきましては、対象の農地については、以前より譲受人の〇〇さんが耕作していた農地

で、譲渡人の〇〇さんは高齢であることから申請農地を処分したいと考え、今回その意向を伝え、〇

〇さんがこれを了承し、売買するものです。 

 この案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の要件を満たしていると思われます。よろし

くご審議くださるようお願い申し上げます。 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 説明が終わりました。 
 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（なしの声） 
 
 ないようですので、これより採決いたします。 
 議案第３号、案件１番については、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を

お願いします。 
（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 

 全員賛成ですので、議案第３号、案件１番の「農業経営基盤強化促進法に基づく農

用地利用集積計画の承認について」は、原案のとおり承認することに決定しました。 
 〇〇番、〇〇委員の入場を求めます。 

（〇〇委員 入場） 

 
次に、議案第３号、案件１６番の「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積

計画の承認について」を議題とします。 
 本案件は、〇番、〇〇〇〇〇委員の関係議案につき、会議規則第２８条の規定によ

り〇〇委員の退席を求めます。 
（〇〇委員 退席） 
 
 事務局の説明を求めます。 

 

 ２６ページ、１６番を説明します。 

 利用権を設定する農地は、長野〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積〇〇〇〇〇平方メートルほか田２

筆、計３筆、合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 期間満了に伴う利用権設定の更新です。 

 利用権を設定する方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん。利用権の設定を受ける方が、〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 設定期間が４年、１０アール当たりの賃借料は〇〇〇〇〇〇〇円となっております。 

 なお、この案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと思われ

ます。よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 説明が終わりました。 
 これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 
 ないようですので、これより採決いたします。 

 議案第３号、案件１６番については、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手

をお願いします。 
（賛成者挙手） 
 

 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、議案第３号、１６番の「農業経営基盤強化促進法に基づく農用

地利用集積計画の承認について」は、原案のとおり承認することに決定しました。 
 〇番、〇〇委員の入場を求めます。 

（〇〇委員 入場） 
 
 次に、議案第３号、案件１７番の「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集

積計画の承認について」を議題とします。 

 本案件は、〇〇番、〇〇〇〇委員の関係議案につき、会議規則第２８条の規定によ

り〇〇委員の退席を求めます。 
（〇〇委員 退席） 
 

 事務局の説明を求めます。 

 

 ２６ページ、１７番を説明します。 

 利用権を設定する農地は、豊川〇〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇〇〇〇〇平方メートルほか

田２筆、計３筆、合計面積〇〇〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 新規の利用権設定です。 

 利用権を設定する方が、〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん。利用権の設定を受ける方が、〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 理由としまして、当該農地は別の法人が受けておりましたが、ほかの耕作地から離れていることか

ら契約更新はされませんでした。そこで、〇〇さんが近隣一帯を耕作している〇〇さんに相談したと

ころ、〇〇さんが応じてくれたものです。 

 設定期間は５年、１０アール当たりの賃借料は〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇円、ほか２筆が〇〇〇

〇〇〇〇円となっております。 

 なお、この案件は農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと思われま

す。 

 よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 
 質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 

 ないようですので、これより採決いたします。 
 議案第３号、案件１７番については、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手

をお願いします。 
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議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 

 全員賛成ですので、議案第３号、案件１７番の「農業経営基盤強化促進法に基づく

農用地利用集積計画の承認について」は、原案のとおり承認することに決定しました。 
 〇〇番、〇〇委員の入場を求めます。 

（〇〇委員 入場） 

 
 次に、議案第３号、案件１８番から２１番の「農業経営基盤強化促進法に基づく農

用地利用集積計画の承認について」を議題とします。 
 本案件は、〇〇番、〇〇〇〇委員の関係議案につき、会議規則第２８条の規定によ

り〇〇委員の退席を求めます。 
（〇〇委員 退席） 
 
 事務局の説明を求めます。 

 

 ２６ページ、１８番から２９ページ、２１番まで関連がありますので一括でご説明します。 

 １８番です。利用権を設定する農地は、豊岡〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇〇〇平方メート

ルほか田１１筆、計１２筆、合計面積〇〇〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 利用権を設定する方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇さんほか３名。利用権の設定を受

ける方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん。総計、田３２筆、合計面積〇〇〇〇〇〇〇平方メー

トルです。 

 全て期間満了に伴う利用権設定の更新です。 

 設定期間は５年、１０アール当たりの賃借料は〇〇〇〇〇〇〇円となっております。 

 なお、これらの案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと思

われます。 

 よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 
 質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 

 ないようですので、これより採決いたします。 
 議案第３号、案件１８番から２１番については、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手をお願いします。 
（賛成者挙手） 

 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、議案第３号、案件１８番から２１番の「農業経営基盤強化促進

法に基づく農用地利用集積計画の承認について」は、原案のとおり承認することに決

定しました。 
 〇〇番、〇〇委員の入場を求めます。 

（〇〇委員 入場） 
 

 次に、議案第３号、案件２番から１５番及び２２番から１５６番までの「農業経営

基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について」を議題とします。 
 事務局の説明を求めます。 
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参 与 
 

 ２２ページ、８番を説明します。 

 所有権を移転する農地は、豊岡〇〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積は〇〇〇〇〇平方メートルほか田

１０筆、畑１筆、計１２筆、合計面積〇〇〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 所有権を移転する方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、７４歳です。所有権の移転を受ける

方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、７３歳です。 

 売買価格は総額〇〇万円で、１０アール当たりに割り返しますと、約〇〇〇〇〇〇〇円となってお

ります。 

 理由といたしまして、〇〇さんは体力的に自作することが難しくなりました。そこで、居住地であ

る〇〇〇〇にある農地は貸付することになりましたが、相続した当該農地は居住地から遠く、また、

管理が行き届かず荒廃した状態となっており、借手が見つかりませんでした。状態が悪く、貸し借り

できないため、手放したいと考えた〇〇さんが、当該農地の畦畔の草刈りを定期的に行ってくれてい

た〇〇さんに無償で譲りたいと申し出たところ、〇〇さんは少しでもいいから払いたいということで、

〇〇〇円の売買価格で決まりました。 

 

 ３５ページです。３３番をご覧ください。 

 利用権を設定する農用地は、花館〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積〇〇〇平方メートルです。

ほか田１７筆、合計、田１８筆、〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 利用権を設定する方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、７１歳です。利用の設定を受ける

方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、６７歳です。 

 申請理由につきましては、契約期間満了に伴う更新であります。 

 設定期間については５年間、賃借料については、１０アール当たり〇〇〇〇〇円と近隣と比較して

幾分低くなっておりますが、面積が小さく、耕作不便な農地が多数あることからこのような金額設定

となったものです。 

 

 ５１ページ、５２ページをご覧ください。 

 関連がありますので、６５番から６８番までを一括して説明させていただきます。 

 まずは、６５番から６７番です。 

 ６５番の利用権を設定する農地は、刈和野〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積が〇〇〇〇〇平

方メートルほか田１筆。合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 利用権の設定をする方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇さんほか１名です。 

 ６６番の利用権を設定する農地は、土川〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積が〇〇〇〇〇

平方メートルほか田３筆。合計面積〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 利用権の設定をする方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さんです。 

 ６７番の利用権を設定する農地は、土川〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積が〇〇〇〇〇

平方メートル、１筆です。 

 利用権の設定をする方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 ６５番から６７番の利用権の設定を受ける方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん、

６６歳です。 

 次に、５２ページ、６８番です。 

 利用権を設定する農地は、土川〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積が〇〇〇〇〇平方メー

トル、１筆です。利用権の設定をする方は、〇〇〇〇〇〇〇さんです。利用権の設定を受ける方は、

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さん、７３歳です。 

 申請理由といたしまして、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇字違いですが隣接して

おり、また、いずれの農地も登記地目が原野である開墾地であります。１０アール当たり〇〇〇〇〇

円と単価が安くなっておりますが、圃場の条件が悪いことから水稲に向かない場所が多く、また、農

業をやめる方が多いことから、〇〇さんと〇〇さんが協力して数年前から一帯の農地を借受け、そば

を作付しております。 
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 なお、水利費などは耕作者負担となっております。 

 

 ６５ページ、９３番を説明します。 

 利用権を設定する農地は、豊川〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積〇〇〇〇〇平方メートル、１筆で

す。 

 期間満了に伴う利用権設定の更新です。 

 利用権を設定する方が、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇さん。利用権の設定を受ける方が、

〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 

 設定期間は５年、１０アール当たりの賃借料は〇〇〇〇〇円となっております。賃借料が低く設定

されている理由といたしまして、当該農地は隣接する杉林からの枝葉や虫などの被害が多く、また、

排水路がないなど耕作に適さない土地であり、長年耕作放棄地であったものを〇〇さんが受けてくれ

たためこの賃借料となっております。 

 

 ７２ページから７３ページの１０６番から１０７番をご覧ください。関連がありますので、一括で

説明させていただきます。 

 全て新規の利用権設定です。 

 ７２ページ、１０６番です。 

 利用権を設定する農地は、協和荒川〇〇〇〇〇〇、地目は田、面積が〇〇〇〇〇平方メートルほか

田、１筆。合計面積は〇〇〇〇〇平方メートルです。 

 利用権を設定する方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんほか１名です。 

 契約期間は５年、賃貸料は総額で〇〇〇〇〇円です。 

 ７３ページ、１０７番です。 

 利用権を設定する農地は、協和荒川〇〇〇〇〇〇〇、地目が田、面積が〇〇〇〇〇平方メートル、

１筆です。 

 利用権を設定する方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん、７３歳です。 

 契約期間は５年、賃貸料は１０アール当たり〇〇〇〇〇円です。 

 ２案件ともに利用権の設定を受ける方は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇さん、４０

歳です。 

 申請の理由としまして、当該農地は、昨年度まではほかの農家と賃貸借契約しておりましたが、そ

の農家も体調不良により耕作ができなくなりました。そのため、近隣農地を耕作している〇〇〇さん

に相談したところ、この農地を耕作してもらうことになったものです。 

 なお、１０アール当たりの賃貸料が低い理由は、当農地は耕作が不便な圃場で、水利状況がよくな

いので、〇〇〇さんがそばの作付をすることを前提にして賃貸料はその条件で構わないとの申出を受

けたものです。 

 

 議案第３号、案件２番から１５番及び２２番から１５６番までについては、ただいま説明いたしま

した９件のほかに、所有権移転１３件、賃貸借権設定の新規４１件、更新８６件がございます。 

 今回の所有権移転における売買価格の内容につきましては、説明案件を除き、１０アール当たり田

で〇〇〇円から〇〇〇円、畑で〇〇〇円から〇〇〇円と幅がございます。これは、各地域の圃場の条

件及び契約者双方の意向並びに実情を踏まえた妥当な契約金額と推察しており、利用調整会議におい

てもご承認いただいたものであります。 

 次に、賃貸借権設定の１０アール当たりの賃借料の内容でありますが、説明案件を除き、田の低い

ほうでは１０アール当たり〇〇〇〇〇円から〇〇〇〇〇〇〇円と幅がございます。低いほうについて

は、圃場の条件が悪いことなどが考えられますが、圃場等の条件や契約者双方の意向もあり、妥当な

契約金額と推察しております。 

 いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと考えております。 

 よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

議 長 

 

 説明が終わりました。 
 これより質疑に入ります。 
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議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 

 ないようですので、これより採決いたします。 
 議案第３号、案件２番から１５番及び２２番から１５６番までについては、原案の

とおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 
（賛成者挙手） 

 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、議案第３号、案件２番から１５番及び２２番から１５６番まで

の「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について」は、原案

のとおり承認することに決定しました。 
 
 次に、議案第４号の「農地法第５条目的の買受適格証明願いについて」を議題とし

ます。 

 
 議案第４号 農地法第５条目的の買受適格証明願について 
   農地法第５条目的の買受適格証明願いが、下記農地についてあったので審議を 
  求める。 

   令和３年４月９日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 
 なお、買受適格証明願いについては、今回適格者として認められた方が落札し、農

地法第５条の許可申請をする際、次回の総会に諮ることなく、許可をして差し支えな

い旨を併せてご審議いただきますようお願い申し上げます。 
 
 事務局の説明を求めます。 

 

 本日お配りしました資料の中にＡ４サイズで「農地法第５条目的の買受適格証明願いについて」と

一般入札の報告と印刷されている用紙をご覧ください。 

 通常であれば、毎月２０日まで申請のあったものについて、案件の内容を印刷した議案書を事前に

皆様にお渡しした上で審議いただくことになっております。しかし、買受適格証明願いにつきまして

は、競売を公告した秋田地方裁判所大曲支部の入札期間の関係から総会前日まで受け付けすることに

なっており、議案書配付以降に申請があった案件については、総会当日に議案書をお配りして審議し

ていただくことになっております。 

 それでは、案件の内容についてご説明いたします。 

 令和３年３月２３日に、秋田地方裁判所大曲支部から期間入札の公告がなされ、これに対し、令和

３年４月６日付で買受適格証明願いの申請がありました。 
 農地の所在は、大仙市花館中町〇〇〇〇、地目が畑、面積〇〇〇平方メートル、１筆です。 
 所有者は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇さんです。 
 申請者は、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇

さんです。 
 入札期日は、令和３年４月１３日から４月２０日までです。 
 理由といたしまして、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇は、会社の事業拡大に伴い、資材置場が必要となり、

適地を探していました。このたび、申請地が競売になっていくことを知り、入札に参加したいと考え、

入札期日前に開催される本総会での申請となったものです。 
 よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 
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議 長 

 

 

 

三浦委員 

 

 

 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

参 与 

 事務局の説明が終わりました。 
 これより現地調査された委員から補足説明がありましたらお願いします。案件１番

についてお願いします。 

 
 ５番の三浦功です。 
 一昨日、現地調査に行ってまいりました。５条目的ということで、私たちとしては

５条の申請と同じような感覚で行ってきました。このなりゆきについて事務局のほう

からご説明があったとおりでございます。 
 私のほうからは、特に問題ないものと思っております。よろしくお願いします。 
 
 ありがとうございます。 

 
 現地調査、大変ありがとうございました。 
 それでは、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 
 

 質疑に入ります。質疑ございませんか。 
（なしの声） 
 
 質疑ないようですので、これより採決いたします。 

 議案第４号の「農地法第５条目的の買受適格証明願いについて」は、申請者を適格

者であると認め、併せてこの方が落札して当委員会へ農地法第５条許可申請された際、

証明書交付時と事情が異なると認められないときは、次回の総会に諮ることなく、直

ちに農地法第５条許可をすることに賛成の方の挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 
 
 ありがとうございます。 
 全員賛成ですので、議案第４号の「農地法第５条目的の買受適格証明願いについて」

は、原案のとおり交付することに決定しました。 
 
 次に、報告第１号の「農地法第６条第１項の規定（農地所有適格法人）による報告

について」事務局より報告願います。 

 
   報告第１号 農地法第６条第１項の規定（農地所有適格法人）による報告につ 
         いて 
   下記の者から、農地法第６条第１項の規定により書類提出があったので、これ 

  を報告する。 
   令和３年４月９日提出 
   大仙市農業委員会 会長 細谷精悦 
 

 事務局より報告願います。 

 

 １０２ページ及び１０３ページをご覧ください。 

 記載の７法人からの報告がありました。順に読み上げるところではございますが、総会時間短縮の

ため、省略させていただきますのでご了承ください。 

 詳細につきましては、１０４ページから１２７ページをご覧ください。 

 結果、全ての法人が農地所有適格法人の要件を満たしているものと判断いたしました。 
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議 長 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

農業振興課

長 

 以上、報告といたします。 
 
 これで本日の議事日程は終了しました。 

 ここで暫時休憩いたします。 
 １１時２５分までお願いします。 
 

                                              (午前１１時１５分 休憩) 

 
 それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 
 

                                              (午前１１時２５分 再開) 

 
 「令和３年度農業関連予算について」、農林部農業振興課、杉山課長ほか担当職員

の方においで願っておりますので、ご説明をお願いします。 
 

 

 

 皆様、おはようございます。４月から農業振興課長になりました杉山と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 まずもって、皆様には日頃より農業委員の皆様、最適化推進委員の皆様には市政発展、そして何よ

り農政の推進、こちらのほうにご理解、ご協力いただきまして誠にありがとうございます。この場を

お借りしまして感謝申し上げます。 

 本日は、私と、あと高橋参事、本年度の農業関連予算についての説明をさせていただいてまいりま

すので、よろしくお願いします。 

 また、今度の災害、雪害によりまして、育苗ハウスなどに数多くの被害がありましたが、春作業に

間に合うように計画を進められていることと存じます。 

 市のほうでは、３月に１億７，０００万円の補正予算を上げまして、事業費５割または６割という

通常の復旧補助に加えまして、市独自に一律５％のかさ上げをしまして農業者の負担軽減に努めてい

るところでございます。 

 また、お手元の資料ですけれども、本市農業の進むべき新たな方向性の指針として令和３年度から

の５年間企画します第４次大仙市農業振興計画を策定しております。 

 本日は、時間の関係もありまして説明のほうは割愛させていただきますけれども、概要版のほうを

お配りしておりますので、後ほどご覧いただければと思います。 

 さて、令和３年度当初の農業関連予算でありますけれども、概要としましては、市全体の一般会計

予算が約４２０億円になります。うち農林水産業費が約３２億円でして、例年市全体の８％ほどを占

めているわけですけれども、今年は僅か６％となっております。前年より２億６，０００万円減とな

っておりますけれども、こちらのほうは３年度に予定する圃場整備などの事業が令和２年度補正予算

の事業として３億４，０００万円上がっておりまして、これは繰越しとなって今年度に執行するわけ

でございますけれども、国・県事業の予算が前倒しになっているという、こちらのほうが主な理由と

いうことになっております。 

 それでは、お手元の資料に基づきまして、令和３年度農業関連予算のうち農業振興課の主な事業に

ついて、高橋参事のほうからご説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 

 農業振興課、高橋と申します。よろしくお願いします。大変失礼でございますが、座って説明させ

ていただきます。 

 それでは、令和３年度大仙市一般会計予算のうち農業振興課所管分の主な事業、３事業につきまし

て、お手元の令和３年度農業関連予算説明書によりご説明させていただきます。 

 それでは、早速でございますが、１ページをご覧いただきたいと思います。 

 ６款１項３目１６事業、大豆産地化推進事業費であります。本事業につきましては、当初予算額３，
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５００万円で、２年度と同額を計上しています。財源内訳としては全額その他の地域振興基金繰入金

となってございます。 

 事業の目的でございますが、圃場整備の進む広範な水田の有効活用によって、土地利用型作物の大

豆の生産振興を図ることで、収量、品質の向上により、農業経営の安定に資することを目的とするも

のでございます。 

 これまでの成果といたしましては、令和元年産につきましては、天候に恵まれ、１０アール当たり

の平均収量が２０７キロ、１・２等級、高品質割合は３３％となっております。 

 なお、記載はございませんが、令和２年産につきましては、７月下旬の大雨による花落ちや、その

後、日照等の影響によりまして１０アール当たりの平均単収が１４２キロ、１・２等級、高品質割合

は２５％ということで、元年産と比べて実績が落ち込んだという結果でございます。 

 ３年度事業の概要でございますが、（１）の大豆産地化推進助成金、こちらは生産に対する助成で

ありますが、３，２１７万７，０００円を計上してございます。助成対象は、作付面積１ヘクタール

以上の経営体を対象としまして、単収２００キロ以上、１・２等級の品質割合が全収量の５０％以上

の経営体に対しまして、１０アール当たり１万円以内の助成金を交付することとしております。 

 なお、栽培技術が確立できていない１年目、２年目の経営体につきましては、助成基準を緩和する

ほか、中山間地域においては平均収量に７５％を乗じた収量としております。 

 （２）の大豆産地化推進事業につきましては、２８２万３，０００円を計上しておりまして、こち

らは生産技術の定量化に向け、肥料、薬剤費に対する助成として、当該年度の平均単収以上の経営体

に対しまして、面積１０アール当たり２，０００円以内の助成金を交付するものでございます。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 

 同じく６４事業、担い手の農地集積推進事業費であります。本事業につきましては、当初予算額が

１億２，１３７万２，０００円、２年度に比べまして１，４８０万３，０００円の減となっておりま

す。 

 財源の内訳は、全額県支出金の担い手への農地集積推進事業費となっております。 

 本事業は、農地中間管理機構が行う農地集積集約化に協力する農業者の支援と併せまして、中山間

地等条件不利な農地を受託して耕作する経営体を支援し、農地の有効利用と農業経営の効率化を図る

ものであります。 

 令和３年度事業の概要であります。事業説明書の大きな４番というところですが、（１）の地域集

積協力金は、この地域、面積にして３１３.２ヘクタールを見込んでおりまして、６，４８９万６，

０００円を計上してございます。 

 （２）の経営転換協力金につきましては、５，５５０万１，０００円を計上しております。こちら

はリタイアする農業者を中心に、貸付面積に応じた協力金の交付、２００戸分を見込んでいるという

ことでございます。 

 条件不利農地を担う経営体支援事業につきましては、９７万６，０００円を計上してございます。

こちらは、中山間地等の条件不利農地を借り受けて耕作する受け手に対する支援費で、２０ヘクター

ル分を見込むものでございます。 

 続いて、３ページをご覧ください。 

 同じく４８事業、「農業と食」活性化推進事業費であります。本事業は、令和元年度末に策定いた

しました農業と食に関する活性化基本構想によりまして、令和２年度から事業を開始しているもので

ございます。本市の活性化に向けて特に重点的に取り組むべき事業としまして、８つのアクションプ

ランにより推進していくものでございます。 

 当初予算額は４，６６３万９，０００円ということで、２年度と比べまして１，８０５万９，００

０円の増額となっております。財源は、全額地域振興基金繰入金となってございます。 

 令和３年度事業の概要です。事業説明書の大きな４番でございます。 

 初めに、１の米や豆の生産における工場と加工工場の誘致につきましては、共同利用施設の再整備

への支援、それから、首都圏バイヤー需要への対応といたしまして、１，７０１万２，０００円を計

上してございます。 

 次に、２の地域の核となる経営体の育成でありますが、①から③の米、豆等の土地利用型作物、そ

れから稲作経営体、農業後継者それぞれに向けた機械を導入するに当たりましての支援と併せまして、

④の大規模園芸施設整備に対する支援ということで、合わせて２，１４５万円を計上してございます。 
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 続いて、３番のスマート農業の推進につきましては、農業用ドローンの導入支援、水管理システム

を組み合わせた低コスト、省力化、安定生産に向けた推進費といたしまして１６６万３，０００円。 

 ４番の農業者の起業意欲向上と事業化の推進につきましては、農業者ビジネス塾の開講、６次産業

化に係る機械施設導入や販売促進等の実施支援費といたしまして３２２万１，０００円を計上してお

ります。 

 続いて、５の冷凍加工施設の確保でありますが、施設整備に係る冷凍加工業者の動向調査費といた

しまして２１万１，０００円、６の世界に向け米と酒の発信につきましては、大仙市産米で醸す日本

酒の原料酒米生産支援、地域ブランド日本酒の原料無農薬栽培支援費として２５万円。 

 続けて、７の大仙市産農産物の麹商品開発と市内飲食店での提供につきましては、麹発酵食品を使

用したメニューの開発、試食会の開催費といたしまして６４万１，０００円をそれぞれ計上しており

ます。 

 最後となりますが、８番のいぶりがっこ原料大根の生産拡大でありますが、いぶりがっこ用大根の

生産支援と面積拡大に対する支援として２１９万円を計上してございます。 

 これら８つのアクションプランに係る取組内容、それから、並びに内訳等につきまして、次のペー

ジに添付してございます参考資料ということで、カラー刷りの資料をつけさせていただいております

が、そちらのほうに詳しく記載してありますので、ご参照いただきますようよろしくお願いします。 

 以上、甚だ簡単でございますが、農業関係予算のうち、農業振興課所管分の主な事業３事業の説明

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

議 長 
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 説明が終わりましたが、委員の皆さんからご質問はありませんか。 
 
 １番、菅原です。 
 今、質問ないかということで伺ったけれども、あまりないようですので、ちょっと

予算説明書にはないわけですけれども、若干人・農地プランについて質問したいんで

すが、いいですか。 
 実は、大仙市においては、昨年より人・農地プランの実質化の動きがありました。

今年に入って２月から３月に各地域ごとの検討会が実施されたわけでありますけれど

も、その検討会の内容について若干知りたいなと、今日は何か資料等々あるのかなと

ちょっと期待したわけですけれども、残念ながらありませんでしたけれども、この取

組については非常に農業委員の皆さん、そして推進委員の皆さんがコーディネート役

として進行役や、それからアドバイザー等々の話合いの中核となって進めておられる

事業でもあるわけで、今後の方向づけというか、実質化に向けた何か具体的な計画的

なものがあるかどうか伺いたいなと思いまして質問させていただきました。 
 
 ありがとうございました。 

 それでは、私、高橋のほうから。委員さんおっしゃられるとおり、２月から３月に

かけて、大仙市内で各地域のほうで実質化に向けた話合いということで、それぞれ開

催していただいたものであります。 
 大仙市内のほうには今、４０の人・農地プランがございますが、去る３月２６日に

大仙市の人・農地プランの検討委員会というものを開催いたしまして、その場で全プ

ランについて実質化ということで承認いただいたものでございます。 
 その結果につきましては、今大仙市のホームページのほうで公表してございますの

で、ご確認いただければというふうに思います。 

 実質化ということでありますけれども、全地区プランの実質化になっておりますが、

話し合いの場におかれましては、ここにいらっしゃいます農業委員の皆様推進委員の

皆様には大変ご難儀をおかけしたものでありますが、その実質化ということで人・農

地プランは完成というものではございませんので、今後も農地の最適な促進というこ

とが一つの土台といいますか、そういうのが人・農地プランということであると思い

ますので、今後もこれを機会に各地域のほうで、話合いの場を開催していただきまし

て、最適な農地の利用促進について協議をしていただけたらと。今後も続けていただ
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参 与 

きたいなというのは、人・農地プランであろうと思いますので、ということで、実質

化というのは、まず完了いたしましたが、人・農地プランを今後も、それを土台に進

めていきたいというのが大事であろうということであります。 

 
 どうもありがとうございます。 
 今、話を伺った中では具体的な助成等が出ていないような状況でしたけれども、や

はり平場地区と中山間地域とでは、非常な農業問題等々については差があるわけです

ね。 
 やはり法人化されている地域においては、これは別に批判するわけではないわけで

すけれども、いろいろな法人化されている地域でも問題はあるわけですけれども、特

に法人化されていない中山間地域の農業状態というのは非常に後継者等々、また、農

地集積等々でいろんな問題があるわけです。やはり地域に帰ってのそういう皆さんと

の話合いの場、そういうものを重要視していってほしいと逆に私たちのほうからもお

願いしたいわけで、今後低下することなくして前進してほしいなと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 
 ほかにありませんか。 
 田村委員。 
 

 １４番、田村です。どうぞよろしくお願いします。 
 毎年、この場で、またかと言われるかもしれませんが、予算を１０％まで上げてほ

しいというふうにいつも思っています。多分８％から前倒しで変わらないという設定

でしたけれども、基幹産業の農業というのであれば、１０％ぐらいまで上げてほしい

と言っているところです。 
 それと、市独自の農業施策は実情にちょっとずつ合ってきて、まだまだあるんです

けれども、よくなっているかなというふうには感じております。 
 それで、もう一つお願いは、これは大仙市の農業を見ると、集落営農とか、それか

ら集落営農型法人というのはいっぱいあるなというのは特徴的なところだというふう

に思います。そうすると、いろんなポイント制があるんでしょうけれども、集積率を

ちゃんと入れてほしいというふうに思います。例えば集落の半分を集積しているよう

な法人とか集落営農が、それがもしこの後、担い手が不足してやれなくなったときに、

これは大変なところだろうというふうに思いますので、集積率の高いところでちゃん

と支援するというふうにしてほしいなというふうに思います。 
 あとは、この内容は農業委員会とほとんど我々の活動とダブっているところがほと

んどなので、定期的に付き合いがあったらいいなというふうに思っています。どうか

よろしくお願いします。 
 以上です。 
 
 ほかにありませんか。 

（なしの声） 
 
 ないようですので、予算の説明についてはこれで終わりたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

 ここで農林部農業振興課杉山課長及び高橋参事が退席します。 
（杉山課長及び高橋参事退席） 
 
 次に、令和２年度の業務報告並びに令和３年度事業計画（案）及び予算について、

事務局より説明願います。 
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 それでは、私のほうからご説明いたします。 

 お配りしてあります資料、令和２年度業務報告、令和３年度事業計画（案）、令和３年度予算、こ

れらの資料についてご説明していきたいと思います。 

 まず、１ページから５ページですが、これは令和２年度の業務報告です。こちらは総会の際にも業

務報告しておりますが、それをまとめたものでございます。 

 その中から主なものについてご報告いたします。 

 まず１ページですが、４月６日、第１回の役員会を開催しております。案件は、令和元年度の業務

報告と令和２年度の事業計画案、予算等についてご協議いただいております。 

 ２ページに行きまして、７月３１日、第１回の総会が市長招集の下、開催されました。また、昨年

は改選がありましたので、この期から新しい委員、推進委員の体制がスタートいたしました。 

 ８月２６日、秋田県農業会議主催の令和２年度市町村農業委員会地区別研修会が横手市市民会館で

開催され、委員１５名、推進委員２５名が参加しております。 

 ８月３１日、９月９日、それぞれ広報専門委員会が開催され、農業委員会だより１９号の内容等に

ついてご協議いただいております。 

 ３ページに行きまして、１１月２日、秋田県農業委員会大会が横手市で開催され、委員２１名、推

進委員８名が参加しております。 

 ４ページから５ページですが、１月１５日、２月１９日、３月１０日、それぞれ広報専門委員会が

開催され、農業委員会だより２０号の内容等についてご協議いただいております。 

 ２月１８日、農政専門委員会と農地専門委員会が開催されております。農政専門委員会では、令和

３年度大仙市農作業標準賃金料金についてご協議いただいております。また、農地専門委員会では、

大仙市農業委員会農地賃借情報等をご協議いただいております。 

 ３月３０日、第１０回農業委員会総会を開催し、人事案件についてご協議いただいております。 

 続きまして、令和３年度の事業計画案についてご説明いたします。６ページから８ページをご覧願

います。 

 こちらにつきましては、昨年度と大きな違いはございません。ただ、１か所文言を修正したところ

がございます。修正した箇所は６ページの１０行目から１１行目です。ちょうど網かけしている部分

ですが、昨年度は本年７月３１日、農業委員及び農地利用最適化推進委員の改選に伴い、引き続きと

いう文言を使用しておりましたが、令和３年度は、令和２年７月に農業委員及び農地利用最適化推進

委員の改選が行われ、新体制となったが、今年度も従来どおりという文言に修正いたしました。 

 その他の項目につきましては、昨年度と同様でございます。 

 ただ、８ページの５番、委員研修の実施につきましては昨年度と同様としておりますが、現在も新

型コロナウイルスの蔓延が心配されているところですので、今後の状況によっては変更、中止もあり

得ることをご了解願います。 

 その他の研修等につきましても同様となります。 

 続きまして、９ページ、令和３年度業務予定案についてですが、現在、秋田県農業会議で把握して

いるものでは、昨年度の実績状況等を基に掲載しておりますので参考にしてみてください。 

 続いて、１０ページ、令和３年度農業委員会歳入歳出についてですが、今年度の予算は４，８０８

万９，０００円で、１，７７３万９，０００円の減となっております。 

 歳入につきましては、農林水産業費県補助金で１，９０３万６，０００円の減、同じく農林水産業

費委託事業収入で２０万１，０００円の減などが主なものでございます。 

 歳出につきましては、農業委員会事務費が４４万５，０００円の減となっております。また、機構

集積支援事業費につきましても６万９，０００円の減、農地情報管理システム支援事業費で５３万９，

０００円の減、農地利用最適化交付金事業で１，６６４万円の減、秋田県農業会議等負担金で４万６，

０００円の減となっております。 

 その他の項目につきましては、昨年度と同様でございます。 

 なお、令和２年度の決算につきましては、来月以降報告させていただきたいと思います。 

 以上、業務報告から令和３年度の予算までご説明いたしました。 

 私のほうからは以上です。 
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 ただいま事務局より令和２年度の業務報告並びに令和３年度の事業計画（案）及び

予算について説明がありました。これについてご質問、ご意見等はございませんでし

ょうか。 

（なしの声） 
 
 ないようですので、令和２年度の業務報告並びに令和３年度の事業計画（案）、予

算については、このように決定させていただきます。 

 これで本日の日程は全て終了しました。 
 その他、事務局のほうから何かありませんか。 
 
 私のほうから幾つかご説明がございます。 

 まず、タブレット端末の導入についてですが、先日、総会でタブレット端末を導入

してみたらどうでしょうかという提案がございましたが、この点につきましては、予

算的な問題もございますので、今すぐ導入することは困難であると思われます。 
 ただ、今後も検討を継続していきたいと考えております。 

 次に、農政に関する市当局との意見交換会の実施についてですが、以前、農政に関

する様々な事柄について市当局と話合いの場を設けたほうが良いのではないかという

意見がございました。そこで、この件につきまして、先日役員会で協議していただい

た結果、市当局との意見交換会は実施せず、毎年行われる秋田県農業委員会大会へ要

望書ないし意見書を提出するということに決定いたしました。 
 次に、農地利用最適化交付金関連についてですが、４月から新年度になりましたの

で、大仙市農業委員会活動実績報告書の用紙を１２枚、１年分ですけれどもそれぞれ

皆様へお配りしておりますので、ご利用いただきたいと思います。 

 なお、提出書類の内容や記載量を書いた用紙もお配りしておりますので、参考にし

てみてください。 
 報告書の提出は任意ですが、せっかく交付金制度というのがございますので、でき

るだけ提出するようにお願いいたします。 

 以上です。 
 
 続きまして、皆さんにお配りしております地域別案件処理調書の内容についてご説

明いたします。 

 集計期間は、令和２年４月から令和３年の３月まででございます。各地区に集計し

ている点数、プレス、面積は案件を手続した事務局及び分室ごとになっておりますの

で、実際の農地のある場所とは異なることがございますので、ご承知おきください。 
 次に、各地区で去年より数字の上がりましたものについては、調書のとおりの説明

でございます。毎年は、最後のページのほう、Ａ３、これを毎年皆様にお配りしてお

りましたが、昨年、足達委員からもっと簡略化したものが欲しいということでしたの

で、これをただまとめたものをＡ４で１枚添付しておりますので、中身は同じもので

ございますので、ご了承ください。 

 次に、前回総会の際に足達委員からありました強化法による契約に印鑑は必要です

けれども省略できないかということですが、それに対しまして、この農業委員会で必

要な手続の添付書類というのをお配りました。これが窓口に設置しているものと若干

内容違いますけれども、裏に押印の見直しについて説明させていただいております。 

 内容ですけれども、農地六法の中で申請者の氏名を自署する場合においては押印を

省略することができますとあります。省略することができるということは不要である

ということとは違います。内閣府の押印見直しマニュアルでは、契約書は押印を存続

するものということになっております。農業委員会が受け取る申請行為の中で農地法

第３条の申請書、これは自署があれば押印を省略することができるものになっており

ます。 
 ただし、賃貸借、使用貸借は契約書を別紙につくりますので、これは押印が必要な
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ものになります。結局３条で貸し借りする、使用貸借する場合は判こが必要です。常

に４条申請、５条申請は、押印は省略することにも可能ではございます。 
 次に、強化法で売買する場合、売主の方は嘱託登記の承諾書に実印、印鑑証明書も

必要ですのでこの場合も押印が必要ですが、土地改良区への資格得喪通知が押印不要

とまだなっておりませんので、貸借の更新以外は押印が必要と思われます。 
 改良区での押印については指示や通知がまだございませんので、この指示があるま

では今までと同じとこちらのほうでは考えております。 

 ただ、押印を省略する場合、本人確認のために身分証明書の提示をお願いすること

がございます。また、今までの判この捨て印の代わりに全ページへ欄外に氏名を自署

していただく行為も必要になってまいりますので、そこもお含みおきいただきますよ

うお願いしますので、判こがなくても申請を受け入れることもできますけれども、そ

の欄外に全て自署でのお名前の記入が必要になりますので、ご承知おきくださいます

ようお願いいたします。 
 また、最後、売買は、判こ、結局登記嘱託ということで法務局に提出するものがご

ざいますので必要です。よろしくお願いいたします。 

 
 委員の皆さんから何かありませんか。 
（なしの声） 
 

 ないようですので、以上をもちまして第１１回大仙市農業委員総会を閉会します。 
 本日はご苦労さまでした。 
 

                                              (１２時０３分 閉会) 

 


